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．
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③ごしかわら 
発行 五所川原市~ 

〒037 

青森県五所川原市字岩木町12 

ft0173-⑩2111(ft) 

編 集 総務部秘書企画課

印 刷 五所川原印刷掬 

市の人口 総数51,607人（男24,724・女26,883）世帯数15,135 (11月30日現在） 	（毎月2 回 1日・15日発行） 

市 民 憲 章 （昭和59年10月 1日制定） 

昭和64年 

4'.678 

二三． わたくレたちの先人は、不携不屈の五所川原 

:，魂をもつてあらゆる困難を克服レ新田を切り 

：、開き、今日の活力に満ちた五所川原市を築き 

‘上げました。 

:， わた＜したちは、この伝統を継承し、広 

・い視野に立って西北津軽の人マと協調 

:： し、郷土の限りない発展を願って、こ 

I こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

⑨自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆ＜郷土をつ＜ります。 



謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

昨
年
は
市
民
各
位
の
ご
協
力

の
も
と
、
幾
多
の
困
難
を
の
り

こ
え
て
所
期
の
成
果
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
念
願

の
 
「五
所
川
原
小
学
校
校
舎
」
 

「五
所
川
原
第
三
中
学
校
体
育
 

馨
麟
馨
麟
馨
馨
馨
麟
桑
 

縫
 

警
慮
羅
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一
 「

へ
 

」
）興

『
 

に
 

館
」
の
落
成
、
待
望
の
「
市
民

プ
ー
ル
」
 
の
完成
、
「長
橋
地
区

農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
」
 
の着

工
、
五
所
川
原
産
業
物
産
展
、
 

津
軽
半
島
祭
の
成
功
な
ど
に
よ
 

り
着
実
な
前
進
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
 

二
十

一
世
紀
を
め
ざ
し
て
、「新

生
五
所
川
原
」
の
飛
躍
の
年
と

な
す
べ
く
決
意
を
新
た
に
し
て

お
り
ま
す
。
 

当
市
を
拠
点
と
す
る
西
北
津

軽
お
よ
び
津
軽
半
島
の
振
興
を

図
る
た
め
に
は
、
交
通
体
系
お

よ
び
都
市
環
境
の
整
備
が
急
務

で
あ
り
ま
す
。
 

着
々
と
建
設
が
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
五
所
川
原
大
橋
は
い

よ
い
よ
本
年
九
月
供
用
開
始
の
 
 

見
通
し
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
 

新
津
軽
大
橋
も
年
内
完
成
の
予

定
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
都
市

計
画
街
路
事
業
の
姥
一
泡・
田
川

線
、
田
川
・
三
ッ
屋
線
、
漆
川
 

・

岩
木
町
線
の
整
備
促
進
に
よ

り
、
懸
案
の
市
街
地
交
通
渋
滞

の
解
消
、
 一
方
通
行
の
解
除
を

図
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
さ
ら

に
、
こ
の
た
び
国
道
三
三
九
号

が
津
軽
半
島
振
興
計
画
に
お
け

る
「
半
島
地
域
を
循
環
す
る
主

要
な
道
路
」
に
指
定
を
う
け
た
 

こ
と
か
ら
、
五
所
川
原

・
鶴
田

バ
イ
パ
ス
の
着
工
を
国
・
県
に

強
く
要
請
い
た
し
た
い
と
存
じ

ま
す
。
 

第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画

に
組
み
込
ま
れ
た
、
津
軽
自
動

車
道

（
青
森・
五
所川
原
・鯵
ケ

沢
間
、
四
十
ギ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
 

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
七
月

津
軽
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
の
結
成
を
み
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
道
路
の

早
期
実
現
こ
そ
は
、
二
十
一
世

紀
の
郷
土
の
命
運
を
切
り
拓

く

も
の
と
う
け
と
め
全
力
を
あ
げ
 
 

取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。
 

産
業

・
経
済
の
振
興
は
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
な

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

当
市
は
、
青
森
職
業
訓
練
短

期
大
学
校
に
情
報
シ
ス
テ
ム
科

が
増
設
さ
れ
、
西
北
五
唯
一
の

工
業
団
地
で
あ
る
漆
川
工
業
団

地
に
本
年
四
月
か
ら
工
業
用
水

が
供
給
さ
れ
る
な
ど
、
青
森
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
お
よ
び
半
島
振
興

の
地
域
指
定
の
も
と
に
、
本
格
 

的
発
展
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
 

現
在
、
市
の
誘
致
企
業
は
十
一

社
を
数
え
る
に
至
っ
て
お
り
ま

す
が
引
き
続
き
積
極
的
に
企
業

誘
致
に
努
力
を
傾
注
す
る
決
意

で
あ
り
ま
す
。
 

昨
年
の
異
常
低
温
に
よ
リ
農

作
物
に
多
大
の
被
害
を
こ
う
む

り
ま
し
た
が
被
災
農
家
の
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
申
し
あ
げ
る

と
と
も
に
、
災
害
に
も
め
げ
ず

不
擁
不
屈
の
農
家
魂
を
も
っ
て

乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
祈
念
い

た
し
ま
す
。
 

農
業
は
あ
く
ま
で
市
の
基
幹
 
 

産
業
で
あ
り
、
農
業
を
取
り
巻

く
厳
し
い
環
境
の
中
で
米
と
り

ん
ご
を
守
り
つ
つ
、
あ
わ
せ
て

野
菜
、
花
奔
、
畜
産
の
振
興
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
米
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
て
、
今
年

は
一
挙
に
「
あ
き
ひ
か
り
」
か

ら
 
「む
つ
ほ
ま
れ
」
に
品
種
更

新
を
進
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

企
業
誘
致
と
と
も
に
地
場
産

業
の
振
興
育
成
を
急
が
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
既
に
稼
動
中

の
毘
沙
門
、
梅
沢
、
俵
元
、
小

曲
、
三
好
の
各
農
産
物
加
工
セ

ン
タ

ー
に
引
き
続
き
、
本
年
三

月
に
は
、
長
橋
地
区
農
産
物
加

工
セ
ン
タ
ー
が
完
成
の
子
定
で

あ
り
、
さ
ら
に
全
地
区
（
の
加

工
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
急
ぎ
、
 

農
家
所
得
の
向
上
、
出
稼
ぎ
解

消
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

来
た
る
べ
き
一
一
十一
世
紀
に
 
 

お
い
て
も
、
当
市
が
西
北
津
軽

お
よ
び
津
軽
半
島
の
経
済
の
中

心
と
し
て
の
地
位
を
不
動
の
も

の
と
す
る
た
め
、
商
業
近
代
化

を
積
極
的
に
お
し
進
め
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現

在
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
駅

前
再
開
発
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
 

ー
ム
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
そ

の
核
と
な
る
国
鉄
余
剰
地
を
一
一

年
以
内
に
取
得
す
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。
 

富
士
見
団
地
建
設
事
業
は
、
 

昨
年
の
第
一
棟
（
十
八戸
）
完

成
に
引
き
続
き
、
二
棟
目

（
十

八
戸
）
・
三
棟
目（
二十
四
戸
）
 

に
着
手
し
、
昭
和
七
十
年
度
ま

で
に
十
三
棟
（
二
百
八
＋
六戸
）
 

の
完
成
を
目
指
し
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
て
お
り
ま
す
。
 

国
営
平
川
幹
線
水
路
完
成
後

の
市
街
地
を
貫
流
す
る
用
水
路

の
整
備
活
用
は
都
市
環
境
、
防
 

市 

長 

森 

田 

稔 

夫 

【
 

r
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21世紀を 

，
、
 

,
 

市
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

こ
こ
に
希
望
の
新
春
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の
ご
清

福
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
 

議
会
は
平
素
か
ら
市
民
の
皆

さ
ま
よ
り
い
ろ
い
ろ
と
批
判
を
 
 

災
上
緊
急
の
課
題
で
あ
り
ま
す

が
、
本
年
よ
り
公
共
下
水
道
雨

水
渠
整
備
事
業
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
り
ま
す
。
 

教
育
、
文
化
、
福
祉
の
振
興

こ
そ
は
ま
ち
づ
く
り
の
究
極
の

目
標
で
あ
り
ま
す
が
、
人
づ

く

り
な
く
し
て
二
十

一
世
紀
を
展

望
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

五
所
川
原
小
学
校
の
体
育
館
を

建
設
し
、
南
小
学
校
の
新
築
な

ど
学
校
整
備
五
ケ
年
計
画
に
鋭

意
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
 

受
け
て
お
る
こ
と
を
自
覚
し
議

会
の
正
常
化
を
図
る
と
と
も
に

市
民
の
幸
福
と
市
政
の
伸
展
を

第

一
義
と
し
て
誠
心
誠
意
努
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

顧
み
ま
す
と
、
わ
が
五
所
川

原
市
は
本
年
を
も
っ
て
発
足
以
 
 

り
ま
す
。
ま
た
老
朽
化
著
し
い

県
立
東
高
校
新
築
に
向
け
運
動

を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。
 

昨
年
関
係
機
関
の
ご
尽
力
に

よ
り
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
 

の
設
立
を
み
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
は
技
能
習
得
の

た
め
研
修
会
等
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
就
労
率
の
向
上
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
福
祉
基

金
の
活
用
等
に
よ
る
ボ
ラ
ン
ト
 

来
三
十
五
年
目
を
迎
え
着
実
に

発
展
（
の
基
盤
を
固
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
市
民
の
福
祉

を
増
進
し
市
民
生
活
の
安
定
を

図
る
に
は
、
な
お
重
要
な
問
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
解
 

決
を
図
る
こ
と
は
直
接
市
政
を

担
当
す
る
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
で
あ
り
国
及
び
県
の

施
策
と
相
ま
っ
て
市
財
政
の
範

囲
内
に
お
い
て
最
大
の
効
果
が

あ
が
る
よ
う
に
努
力
す
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。
 

幸
い
本
市
の
懸
案
事
項
で
あ
 
 

ピ
ア
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
行
政
改
革
の
一
環
と

し
て
本
年
四
月
に
は
財
団
法
人

五
所
川
原
市
教
育
・
文
化
・
体

育
施
設
管
理
公
社
を
設
立
し
、
 

図
書
館
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
 

市
民
文
化
会
館
、
市
民
体
育
館
、
 

市
民
プ
ー
ル
、
三
道
会
館
等
の

諸
施
設
の
管
理
を
委
ね
、
民
間

活
力
の
効
果
的
な
導
入
を
図
る

と
と
も
に
、
経
費
の
大
幅
な
節

減
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

り
ま
し
た
多
極
分
散
型
国
土
の

形
成
を
基
本
理
念
と
す
る
第
四

次
全
国
総
合
開
発
計
画
に
青
森
 

ー
五
所
川
原
ー
鯵
ケ
沢
間
、
四

十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
津
軽
自
動

車
道
と
し
て
組
み
込
ま
れ
た
こ

と
は
、
西
北
津
軽
な
ら
び
に
津
 

軽
半
島
地
域
が
二
十
一
世
紀
に

向
け
飛
躍
的
発
展
を
可
能
と
す

る
起
爆
剤
と
し
て
、
そ
の
早
期

建
設
に
つ
い
て
、
全
力
を
あ
げ

て
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
る
決

意
で
あ
り
ま
す
。
 

市
民
待
望
の
五
所
川
原
大
橋

の
竣
工
、
さ
ら
に
六
＋
五
年
度
 

こ
の
よ
う
に
、
西
北
津
軽
お

よ
び
津
軽
半
島
の
拠
点
都
市
と

し
て
か
つ
て
な
い
機
運
に
み
ち

て
い
る
今
日
、
市
民
各
界
各
層

の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
二
十

一

世
紀
に
向
っ
て
の
「
新
五
所
川

原
市
総
合
計
画
」
の
策
定
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

現
実
は
な
お
も
厳
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
が
不
擁
不
屈
の
五
所

川
原
魂
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ
た

る
と
き
必
ず
や
道
が
拓
か
れ
る

こ
と
と
確
信
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
 

完
成
子
定
の
新
津
軽
大
橋
、
国

道
の
整
備
が
進
行
し
つ
つ
あ
り

ま
す
こ
と
は
誠
に
ご
同
慶
に
堪

え
ま
せ
ん
。
 

働
く
場
所
を
確
保
し
、
所
得

水
準
の
向
上
を
図
り
、
出
稼
ぎ

解
消
の
悲
願
を
達
成
す
る
た
め

に
は
農
工
併
進
策
を
強
化
し
、
 

企
業
誘
致
、
地
場
産
業
の
振
興

を

一
層
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
 

市
政
は
あ
く
ま
で
も
市
民
の

も
の
で
あ
り
ま
す
。
 
「奉
仕
と

信
頼
の
市
政
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
ひ

た
す
ら
五
万
市
民
の
幸
せ
の
た

め
に
頑
張
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
 

今
年
は
繁
栄
を
約
東
す
る
巳
 

（蛇
）
年
で
あ
り
ま
す
。
 

年
頭
に
あ
た
り
市
民
各
位
の

ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
市

政
に
対
し
て
変
ら
ぬ
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し

こ

」
あ
いさ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

昭
和
六
十
四
年
こ
そ
は
、
市

の
躍
進
の
年
と
し
て
市
政
全
般

に
わ
た
り
内
容
充
実
の
た
め
最

大
の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
倍
旧
の

ご
指
導
と
ご
鞭
捷
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。
 

年
頭
に
あ
た
り
、
い
さ
さ
か

の
所
感
を
の
べ
て
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。
 

市
議会
議
長
川
浪

重

次
郎
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故
 

事
 

無
式

全
彰

安
表

通
体

交
団

抗
良

対
優

ブ
ル

ラ
ー
 

ク
ク
 

人
ン

老
コ
 

▽
時
間
 
午
前

十
時
 

▽
場
所
 
元

町

（専
照

電
気
店
前
付

近
）
 

『く
．、
？、
r
.，、
？
、J、
‘
，、
，、
《
、
‘
．
 

日
に

議
難
滋
難
 

※
お
問
い
合
麓
「
師
り
消
防
柵
線
 

部
 
費
 
叱

番
 
（
ど
 

消
防
団
出
初
式
は
1
月
5
日
 

／ 、、 
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無
事
故
の
誓
い
新
た
に
 

老
人
交
通
安
全
対
策
協
議
会
開
く
 

社
会
福
祉
に
と
期
万
円
 

朝
日
企
業
グ

ル
ー
プ

の
大
西
さ
ん
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
山

形
四
郎
会
長
）
で
は
十
二
月
十

四
日
、
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
 

で
「
市
老
連
交
通
安
全
対
策
協

議
会
」
を
開
催
、
市
内
の
老
人

ク
ラ
ブ
会
貝
ら
関
係
者
約
百
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
 

こ
の
協
議
会
は
、
高
齢
者
の

交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
と
 
 

交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。
 

開
会
式
で
は
、
高
橋
光
慶
福

祉
事
務
所
長
が
「
交
通
安
全
思

想
を
よ
く
理
解
さ
れ
、
そ
れ
を

実
践
し
て
事
故
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
」
と
森
田
市
長
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
交
通
関
係
の
映
 
 

画
の
上
映
と
、
佐
々
木
重
喜
五

所
川
原
警
察
署
交
通
係
長
が
、
 

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
最
近
増

え
て
い
る
状
況
を
説
明
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
事
故
の
恐

し
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
 

ま
た
こ
の
日
は
、「昭
和
六
十

二
年
度
老
人
ク
ラ
ブ
対
抗
交
通

安
全
無
事
故
コ
ン
ク
ー
ル
優
良

団
体
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

優
良
団
体
と
し
て
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
団
体
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

旭
老
会

（
旭町
）
、柏
生
会

（
柏

原
町
）
、幾
朗
会

（
幾島
町
）
、永

楽
会

（川
端
町
）
、長
寿
会

（
水

野
尾
）
、第

一
寿
会
、第
二
寿
会
 

（
以
上高
野
）
、鶴
寿
会

（
上
・

下
鶴
ケ
岡
）
、長
生
会
（
杉
派立
）
、
 

松
鶴
会

（
松
島
町）
 

朝
口
企
業
グ
ル
ー
プ

（
大西

世
鍋
会
長
）
で
は
十
二
月
二
十

一
日
、社
会
福
祉
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
と
百
万
円
を
寄
付
し
 
 

ま
し
た
。
 

こ
の
日
、
大
西
弘
晃
専
務
が

市
役
所
を
訪
れ
、
森
田
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。
 

N
T
T
五
所
川
原
電
報
電
話

局
（
奈
良
助
信
局
長
）
で
は
十

二
月
十
九
日
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
訪
れ
、
社
会
福
祉
に
役
立

て
て
く
だ
さ
い
と
九
万
一
千
八

百
四
十
二
円
を
寄
付
、
平
山
誠

敏
同
協
議
会
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。
 

こ
れ
は
、
同
局
が
十
二
月
四

日
に
開
催
し
た
「
歳
末
助
け
合
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は
「
 

多
額
の
ご
寄
付
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
社
会
福
祉

の
た
め
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
グ
ル
ー
プ
で
は
、
昨
年
創

業
三
十
五
周
年
及
び
五
所
川
原

店
開
店
三
十
周
年
を
記
念
し
て

の
高
額

（百
万
円
）
の
寄
付
に

続
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
関

係
者
か
ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

市
で
は
、
こ
の
寄
付
を
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
基
金
に

頂
託
し
ま
し
た
。
 

い
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ

ー
」
 
の
益

金
を
寄
付
し
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
平
山
会
長

は
「
ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
た
め
に

十
分
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
で
は
、
こ
の
寄
付

を
福
祉
基
金
に
預
託
し
ま
し
た
。
 

 

平山会長（右）に手渡される奈
良局長（中央）とエ藤裕子さん 

 

森田市長（右）に手渡される
大西専務（左） 

社
会
福
祉
に
と
9
万
円
余
 

N
T
T
五
所
川
原
電
報

電
話
局
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店
の
昭
和
パ
ー
ル
会

（
菊
池
祥
 
市
役
所
を
訪
れ
社
会
福
祉
に
役
 

立
て
て
く
だ
さ

い
と
十
四
万
一

千
七
百
十
二
円

を
寄
付
、
森
田

市
長
に
手
渡
し
 

ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
は
、
 

同
会
が
去
る
七

月
二
十
九
日
に

開
い
た
夏
休
み

家
族
音
楽
会
チ

ヤ
リ
テ
ィ
と
十

一
月
十
二
日
に

開
い
た
家
族
同
 

伴
忘
年
パ
ー
テ
ィ
で
参
加
者
か

ら
の
募
金
を
寄
付
した
も
の
で

す
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
森
田
市
長

は
 
「ご
好
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
社
会
福
祉
に
役
立
た

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。
 

同
会
か
ら
の
寄
付
は
今
回
で

十
五
回
目
と
な
り
、
関
係
者
か

ら
大
変
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

塾
ブ
 

呼
  、 

汁
軽
信
用
金
庫
土
所
川
原
支
 
一
会

長
）
で
は
士

一月
士
 
目
、
 

社
会
福
祉
に
 

 

森田市長（右）に手渡される菊池会長（左）と 
木村健一さん（左から2人目）、藤田昭三支店長 

（中央）、坂本憲昭さん（右から2人目） 

玄
る
土
一
月
士
二
日
、東
京

の
歌
舞
伎
座
で
開
催
さ
れ
た
「
 

第
十
五
回
交
通
安
全
母
親
全
国

大
会
」
 
で長
沢
京
子
さ
ん

（
市

内
小
曲
）
が
囲
全
国
交
通
安
全
 

母
の
会
連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
長
沢
さ
ん
が
五
所

川
原
市
交
通
安
全
母
の
会
連
合

会
長
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
交
 

る
 

す
 

告
 

報
 

を
 

一
貝
 

受
 

一
 
」
 

右
左
 

長
ん

市
さ

田
沢
 

驚
森
長
 

『

」
 

一
 

明
る
い

街
づ
 

交
通
事
故
防
止
活
動
で
表
彰
 

小

曲

の

長
沢

さ
ん
 

通
事
故
防
一
活
動
に
参
加
し
、
 

母
親
の
立
場
か
ら
献
身
的
に
尽

く
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
今

回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
、
 

西
北
五
地
方
で
は
初
め
て
の
受

賞
と
な
り
ま
す
。
 

長
沢
さ
ん
は
＋
二
月
十
六
日
、
 

市
役
所
を
訪
れ
森
田
市
長
に
受

賞
を
伝
え
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
森
田
市
長
は
「
 

受
賞
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
交
通
事

故
防
止
に
ご
尽
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
」
と
称
え
ま

し
た
。
 

に
と
街
路

灯

5
基
 

東
北

電

力
グ
 
ル
 
ー
プ
 

『

ル
は《鯵
 

藤
 

二
月
＋
四
日
、
 

響
））
務
 

旧
序

林
崎
一
東
北
電
 

鶴
舞
響
 

翻
鍵
繰
 

社
会
福
祉
に
と

1
4万
円
余
 

ー
津
軽
信
金
昭
和
パ
ー
ル
会
ー
 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
 

o

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
 
出
し

の
益
金
。
 

（
安斉
郁
子
代
表
）
二
万
一

プ

（
藤田
久
代
表
）
十
万
円
 

o
栄
地
区
住
民
協
議
会
一
万
五
 
千
八

十
円
 
会
員
か
ら
の
善
 

社
会
奉
仕
事
業
の
一
環
、
 

千
円
 
会
員
か
ら
の
善
意
。
 

意
。
 

五
年
連
続
七
回
目
。
 

0
茶
道
遠
州
会
津
軽
西
海
支
部
 

o
五
所
川
原
市
朝
市
の
会
（
村
 

0
五
所
川
原
商
業
高
等
学
校
一
 

（
菊
池宗
雲
代
表
）
五
万
三
 
本

虜
志
代
表
）
四
万
五
百
四
 

万
五
千
七
百
五
十
七
円
 
学
 

千
八
百
五
十
円
 
チ
ャ
リ
テ
 

十
円
 
会
員
か
ら
の
善
意
。
 

校
祭
の
益
金
。
 

ィ
茶
会
の
益
金
。
 

o
佐
々
木
彦
太
郎
氏
（
本
町
）
 

o

県
庁
生
協
五
所
川
原
支
店
（
 

o
林
精
肉
店
（
林
浩
 
大
町
）
 

三
十
万
円
 
先
に
亡
く
な
っ

平
山
勝
彦
代
表
）
三
万
円
ー
 
五

千
円
 
善
意
と
し
て
。
 

た
ご
母
堂
ソ
ノ
殿
に
供
え
ら

お
祭
り
広
場
で
行
っ
た
売
り
 

o
五
所
川
原
幼
稚
園
父
母
の
会
 
れ

た
香
典
の
一
部
。
 

る
い
街
づ
く
り
に
役
一v一
て
てく

だ
さ
い
と
 
「街
路
灯
」
五
基
を

寄
贈
、
目
録
を
森
田
市
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。
 

森
田
市
長
は
こ
の
寄
贈
に
対

し
「
ご
好
意
大
変
感
謝
い
た
し

ま
す
。
街
路
灯
の
設
置
は
市
民

会
議
で
も
大
変
要
望
が
多
い
。
 

十
分
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ

ま
し
た
。
 



E 

」敏 

※屋根の雪降ろしを

するときは、すべ

つて転落したりし

ないよう、必ず命

綱をつけましよう。 

※屋根雪を竿やス

コップで下から

つつ＜のはやめ

ましよう。 

ミグ言 
※雪道はすべります。 

ころんで怪我など 

しないよう、足元 cc 
には充分気をつけ 

ましよう。 

与 

霧難難（五所川原警察署） 
※軒下は歩かないようにしましよう。 

飲酒運転追放など重点に 

年末年始の交通安全運動実施中 
(~1 月5日） 

年末年始は無事故で笑顔一交通安全は家庭から 

昭和64年（1989年）1月1日 
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冬期間の生活関連道路確保についてのお願い 
市では、今冬の除雪及び排雪に備え、去る12 

月20日に、五所川原市除排雪文寸策本部を設置し

通勤通学等の生活関連道路 259 ギロメートルの

確保に全力をあげることにしています。ついて

は、次のことについてご協力くださるようお願

いします。 

1．屋根雪等について 

屋根雪や屋敷内の雪は、道路に出さないで’ 

くノごさい。 

2．歩道の雪について 

歩道の雪は、道路に出さず車道の路肩に積

み上．lヂてくブごさい。 

3. 路上駐車について 

路上駐車は、作業上支障がありますので嘱主

車禁止区域は勿論、それ以外の区域であって

も駐車しないでください。 

4．路上の鉄板等について 

路上にある車両乗り上げ鉄板及び自動販売

機等は、除雪車両が激突し事故発生の原因と  

なりますので、冬期間は撤去または不多動して 

くノごさい。 

5．危険箇所について 

物損事故を未然に防止するため、危険箇所 

に標識等を設置してくノごさい。 

6‘ ゴミ処理について 

ゴミは、汚染と美観をそこねる原因となり 

ますから、指定の日時、場所を守って捨てーて 

く ノごさし、。 

7．除雪車両への接近について 

除排雪作業中の車両に近寄ると作業能率が 

低下します。 また、巻き込まれるおそれがあ 

り危険ですから絶対近寄らないでください。 

市除排雪対策本部 

容354321・4322番 

（広田字柳沼3. 1) 



ン募集人員 若干名 

)I応募資格 日召和34年 4 月 2 日以降に生まれ、 

助産婦、看護婦（士）免許のある人または日召

和64年 3 月末までに養成機関卒業見込みの人。 

>1応募締切 1月22日 （日） 

ン試 験 日 2 月 5 日 （日） 

詳しいことは、市立西北中央病院・管理課庶

務係（廿⑩3111番内線 2 7 9 番）へお問い合わ

せ・く ださい。 

⑦昭和64年（1989年）1月 1日 広報ごしょがわら 
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管

税
 
土
 
水
 中
 

新受入図書 
	

市立図書館 

書 	名 苫 者名「 書 	名 著 者 名 

ま
 
費
 
版
 
か
面
 

萩原 裕球 絵本といっ宝物 Ii 置 	友 I' 

東奥 H 報百年史 東奥日報社 El 本文芸鑑賞事典 ぎ
 
よ
 
う
編
 
せ
 

西浜往来 桜井 冬樹 神話世界の太宰治 長部日出雄 

日本史の中の女性 松本 清張 イキのいい奴 寺内 小春 

愛は時代を越えて 加藤シヅエ 霧の視界 一戸 冬彦 

若者たちの中国 山本 	茂 原 っ ぱ 池波正太郎 

死と老いと生へ、の道 日野原重明 もうひとリのわたし 岸田今日子 

ジンギスカンの謎 川崎淳之助 でんぐり侍 小松 重男 

政 	党 岡沢 憲芙 1Iゾ~異才 篠田 達明 

新しい養子法 細川 	清 不機嫌な恋人 田辺 聖子 

秋霜烈日 伊藤 栄樹 戦国武田の女たち 中津 彼子 

日本文明77の鍵 梅悼 忠夫 二人阿国 皆川 博子 

ガンを告げる 加藤 一郎 
ミ プ、テリー「司好会 

殺人事件 山村 正夫 

脳 死論 鷲田小弥太 味に想っ 角田 房子 

未来をひらく超電導 北田 正男 評伝緒力竹虎 三好 	徹 

童歌を訪ねて 太田信一郎 津軽殺人事件 内田 康夫 

ブロ野球回想録 下田 武三 幻 の 翼 逢坂 	剛 

渓流道具っくし 開高 	健 復讐の白き荒野 笠井 	潔 

笑 I 、、H 本‘語て一 
話しましよ う 石井 澄雄 IIの霊異記 紀和 	鏡 

農家のみなさん 

農業委員選挙人名簿登載

申請書の提出をお忘れなく 
選挙人名簿登載有資格者は、 1月10日までに

申請書に記入のうえ、行政連絡貝または農業委

員会事務局へ提出してください。 

詳しくは、市広報No. 6 7 7 号- (12月15日号） 

をこごら ,Aノく ノごさい。 

看護職員募集 
―西北中央病院― 

冬・フェスティバル 
（第19回五所川原雪まつり） 

参加者募集 
月 	日 時 問 場 	所 行 

2 月10日 

（金） 

18: 00~ 市役所前 

お祭り広場 

前夜祭（のれそ

れ爆発フエステ

イノぐル） 

2 月11日 

，二（土） 

10: 00-'-
ii: oo~ 

13: 00~ 

市役所 

お祭り広場 

ズグリ回し大会

雪上親子綱引き

大会 

雪上カルタ大会 

2 月12日 

（日） 

9:30- 市民文化会館

大ホール 

歌謡・民謡・民

謡手踊りコンク 

ール 

2 月19日 

（日） 
9:30- 藻川地区 

第 3 回津軽タコ 

あげ五所川原大 

会（協賛行事） 

※期間中 雪の大型スベリ台設置（お祭り広場） 

参加資格等のお問い合わせや参加申し込みは

市商工観光課内市観光協会（雪電う)2111番内線 2 

60 番）へどうぞ。 

64年合同除厄祈願祭 

（案内） 
＞対象者 

男一昭和23年 4 月 2 日～日召和24年 4 月1 日生 

まれの方 

女―日召和32年 4 月 2 日～日召和33年 4 月 1 日生 

まれの方 

ン日日寺 2 月 5 日 （日）午後1日寺 

＞場所 市中央公民館 

＞会費 男10,000円 女8,000円（た tごし祈願 

だけの方は半額） 

＞案内 対象者へは別途劃H更で案内いたします。 

（案内のない方、市外の方で’も希望されーる方 

は事務局までお問い合わせください。） 

）申し込み受付け期間 1月 5 日（オ◇～ 20日（金〕 

＞申し込み先 会費を添えて事務局までお願い 

します。（なお、都合により事務局までおいで’ 

願えない方は実行委貝へ） 

実行委員会委員長 太田清―郎 

事務局（市役所内 ”電ら)2111番） 

商 工 観 う1三 課 伊 藤 修 蔵（内線260番） 

選挙管理委貝会 小笠原 雄 二（内線327番） 

保 険 年 金 課 佐 藤 女少 子一（内線258番） 

管 理 課 須 藤 タ、 男（内線325番） 

税 務 課 関 	節 雄（内線201番） 

土 地 改 良 課 三 1二 裕 行（内線220番） 

水 道 事 業 所 三 上 博 子（廿⑨9111番） 

中 央 公 民 館 棟 方 修 新（”電ら>6056番） 
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みんなの健康教室 

ン日 日寺 1 J1271l(鋤 午i麦 1時 

ン場 所 巾保健センター 

ン講 師 l・‘〒田重照先生 

I LIT 田胃腸科内科医院三長） 

ンテーマ r腹痛について」 
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ミニドツクを受よう 
市では40歳以上の市民を文寸象に成人病の早期

発見、早期治療を目的としたミニドックを実施J 

しています。対象となる人は積極的に受けるよ

うにしてくノごさい。 

ン実施期間 2 月28日まで’ 

レ実施時間 医療機関によって実施時間が違い

ますので申し込み時にお知らせいたします一

ン対象者 日召和24年 3 月31日まで’に生まれた方。 

レ受診方法 受診を希望する人は、市衛生課及

ひ”市役所各支所窓口に保険証を持参のうえ、 

受診記録票の交イ寸を受け、希望する医療機関

で受診してくノごさい。 

＞受診料 無料 

~ ン診査項目 間診、身体測定、血圧測定、心電 

『 	図、尿検査、貧血検査、肝機能検査。 

ン問い合わせ先 市衛生課（”内線2 7 2 番） 

⑥実施医療機関名 

献血にご協力をノ 
今、病気や手術のために多くの人が血液を‘必 

要としています。 「愛の献血」 に市民の皆さん 

深いご理解とご協力をお願いします。 

期 時 	 間 場 	 所 

一
相
 

午前10時から 

正午まで 
五所川原保健所 

午後1時から 

午後4 時まで 

NTT五所川原 

電報電話局 

1 月18日 

l水） 

午前10時から 

正午まで’ 

特別養護老人 

ホーム 「青山荘」 

午後1時30分から

午後 4 時まで 

マルトモデパート 

駐車場 

痴呆疾患予防講習会 

火災情報は 

234一2323番 

―五所川原保健所― 
レ日日寺 1月31日 （火）12: 50-- 15: 0(I 

）場所 市保健センター 

＞内容 （ユ） 「脳卒中の予防」 

対馬昭幸先生（北五医師会長） 

② 「痴呆の症状と介護法」 

右訪傾青一先生 

（③若がえり体操 

藤田女少子先生（体育指導員） 

レ対象 どなたでも受講できます。 

ン受講半I・ 無米斗 

※詳しいことやお申し込みは、五所川原保健所 

（廿電④）2108, 2109番）へ’どうそご。 
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